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避難時における指差誘導法及び吸着誘導法に対する
シミュレーション





































































































 図 1 は，杉万らの実験場所の概要を示した図である．
通路の長さは 75ｍ，幅は 8m で，図中，黒丸で示す避難者
42 名を点線で囲まれたように 5 つの群に分けて配置する．


































































































































 表 1 は杉万らの実験の誘導者及び避難者の人数構成・
年齢構成・性別をまとめたものである． 
 
表 1 杉万らの実験での被験者の構成 
 人数 年齢構成 性別 
指差誘導者 4 20 代 男子:2，女子:2
吸着誘導者 4 20 代 男子:2，女子:2
避 難 者 42 20代及び 30代 男子:42，女子:0
 
表 2 シミュレーションでの被験者の行動特性の構成 
 人数 避難速度 ℓ g 
指差誘導者 4 36m/分 2m 
吸着誘導者 4 90m/分 1m 
避 難 者 42 90m/分 1m or 4m
 
 被験者の人数は，各誘導者が 4名で避難者
が 42 名，それぞれの年齢構成は 20 代ないし
は 30 代であった．性別については，各誘導

































る．指差誘導者について state0 から state1 まで常に行
動特性は変わらず，途中誘導範囲に避難者が侵入した場
合のみ，出口 2まで誘導させた． 
 表 4 は吸着誘導者の行動パターンをまとめたものであ
る．state0 から state2 まで順番に行動パターンが適応さ
れる．避難が開始されたらstate0からstate1へ変わり，
出口 1 までの避難の最中，誘導範囲に誘導者が侵入した







し 108m/分，state0 及び state2 では平均歩行速度と同じ
設定で 90m/分とした．state0 では周辺を徘徊し，吸着誘
導者に誘導された場合 state1 に，指差誘導者に誘導され





は 75m，短手方向は 8m とした.但し出口の広さについては
表 3 指差誘導者のシナリオ 
υg ℓg
state0 出口2に向かう 36m/分 2m




表 4 吸着誘導者のシナリオ 
υg ℓg
state0 周辺を徘徊する 36m/分 0m
state1 最も近くにいる避難者に向い出口1まで誘導する 90m/分 1m





表 5 避難者のシナリオ 
υg ℓg


































図 6 指差誘導者の行動パターン 1 
 
 避難が開始したら，誘導者は出口に向かう．誘導者の










































図 11 吸着誘導者の行動パターン 3 
 






図 12 吸着誘導者の行動パターン 4 
 












 集合地点 1 集合地点 2 
 
図 4 杉万実験のシミュレーション用地形モデル 












図 15 吸着誘導者の行動パターン 7 
 













吸着誘導法： 0名 指差誘導法： 0名 
 





吸着誘導法： 0名 指差誘導法： 0名 
 
図 17 5 秒経過時 
 





吸着誘導法： 6名 指差誘導法： 2名 
 
図 18 10 秒経過時 
 






吸着誘導法：12名 指差誘導法： 4名 
 
図 19 15 秒経過時 
 






吸着誘導法：19名 指差誘導法： 5名 
 
図 20 20 秒経過時 
 






吸着誘導法：26名 指差誘導法： 8名 
 
図 21 25 秒経過時 
 








図 22 30 秒経過時 
 
図 22 は 30 秒経過した場面である．吸着誘導者は全て
避難を完了した．一方，指差誘導法で誘導され避難が完





図 23 35 秒経過時 
 






図 24 40 秒経過時 
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In this research, it reproduces in the simulation the follow-direction method which is the conventional 
evacuation method, and the follow-me method with which validity is shown field experimentally. We proposed 
the simulation model and the scenario for field experiment at emergency evacuation. The result of the 
simulation to the past filed experiment showed the experimental result well. The follow-direction method had 
to make the leaders walk speed late about 70%. As a result, more evacuation time required the 
follow-direction method from the follow-me method. It was able to check the validity of the follow-me 
method at the emergency evacuation. 
Keywords. 
evacuation method, follow-me method, follow-direction method, simulation 
 
 
